
　1973年（昭和48年）に設立し、50周年を迎えた守山ガス。上司・部下に関係なく、何
でも相談できる社内環境を大切にしている同社は、様々なお客さまの要望にも社員同
士で助け合いながら、迅速な対応ができるように心掛けている。お客さまとの長年の
信頼関係を大切にし、LPガスの供給はもちろん、電球の取替えから屋根の葺き替えま
で、地域のお客さまの暮らしを明るくするお手伝いをしている。

守山ガス株式会社

　夏の酷暑と冬場の寒さによる屋外作業の負担や、検針員の高齢化による将来的な人
員不足も考え、LPWAの導入を決めた。また、検針員だけではすべての検針はできない
ため、社員も他の業務をしながら担当しており、そのやりくりなど厳しい状況が続いてい
たことも大きい。
　LPWAの取り付けは、遠方や敷地内に入らないと検針ができない難検針の戸建を優
先した。LPWA機器メーカーは、ガスメーターと同じ事業者を選択。営業担当者の熱心さ
もあり、協力を得られやすいと判断した。
　お客さまへの周知は、設置前と設置
完了後と２回行った。留守でも取り付け
可能なことや費用負担はないこと、また
自動検針により検針票の代わりに請求
書が送付されることなど、機器設置によ
り変更となる点について、詳細にお伝え
しお客さまの不安を取り除くようにし
た。高齢の方は、事前にお金を用意され
ている方もおり、丁寧に説明してあげる
ことが大事だと代表取締役の千代二郎
さんは話す。

設置のご案内を丁寧に行うことで、お客さまの不安を解消

（滋賀県守山市）
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　補助金の申請から取り付けるまでの期間が短いことから、期間内に取り付けられる
かの段取りは大切だという。取り付け数が多くなるほど、綿密にスケジュールを立てる
ことが重要とアドバイス。また、転居等による解約や使用量ゼロが発生したことで、予
定していた取り付けリストが変わってしまうことも多く、その都度リストを出し直さない
といけないことは大変だったと振り返る。
　大変さを経験しながらも、LPWAを取り付けたことによって得られたものも大きい。
残量警告の情報はすぐに配送センターに連絡がくるため、対応が素早くでき配送の無
駄もなくなった。更に、メーター異常も分かるため、保安管理の面でも迅速に対処がで
きるようになった。また、同社は、ガスファンヒーターの貸出しを行っており、使用量も把
握しやすく、増減も分かるため、そうした情報が営業につながっているという。

　今までは集金や検針の際に、お客さまに会う機会もあったが、LPWAを取り付けたこ
とによって接点機会が減り、疎遠になっていく。できるだけお客さま宅へ行きたいと思っ
てはいるものの、なかなか足を運べていないのが現状の課題。何か他の方法でお客さ
まと繋がれないか、社員みんなで考えているという。
　「自動検針となったことでできた時間を、リフォーム営業に回したいと思っています。
お客さまとの長年の信頼関係で、ガス以外のことでも営業担当に電話がかかってきま
す。トイレのつまりや庭木の剪定などガスに関係ないものも。こうした色々なお客さまの
要望がリフォームにつながっていくので、これからもお客さまとの関係を大切にしてい
きたいですね」と語る千代さん。LPWAを取り付けたことでできた時間の余裕を、社員
と相談しながら新しいことにチャレンジしていくという、同社の意気込みが感じられた。

LPWAから得られる情報を営業につなげる

自動検針でできた時間をリフォーム営業に

設置前のご案内 設置後のご案内



LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


